
      

事業の種類 ①労働者負担 ②事業主負担 
①+② 

雇用保険料率 

一般の事業 4/1000 7/1000 11/1000 

建設の事業 5/1000 9/1000 14/1000 
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平成２８年度の雇用保険料率が引き下がります。 
  ４月１日から雇用保険料率が下記の通りになります。 

第８７回メーデーの開催予定状況 

下越地区 集会・デモ 

 日程 ５月１日（日） 

  午前 10時~ 

 場所 秋葉区・本町中央公園 

「
県
交
渉
」
日
程
・
要
請
（
案
） 

 

毎
年
行
っ
て
い
る
「
県
交
渉
」
の
日
程
・
要
請
が
新
商
連
か

ら
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 


 

日 

程 

４
月
２
１
日
（
木
）
10
時
50
分~

 


 

会 

場 

県
自
治
会
館 

別
館
９
０
１
研
修
室 

午
前
中
県
交
渉
に
参
加
し
ま
す
の
で
事
務
所
を
留
守
に
し
ま

す 

 

要
請
項
目
（
案
） 

① 

来
年
４
月
に
実
施
予
定
の
消
費
税
１
０
％
増
税
に
反
対
し
て
く
だ

さ
い
。
軽
減
税
率
導
入
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
反
対
し
て
く

だ
さ
い
。 

② 

「
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
基
本
条
例
」
に
則
っ
た
具
体
的
な

施
策
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
公
募
も
含
め
た
「
産
業
振
興
会
議

（
仮
）
」
を
設
置
し
、
特
に
小
規
模
企
業
・
小
企
業
の
意
見
を
反
映

し
た
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

③ 

商
売
が
た
い
へ
ん
な
中
、
資
金
繰
り
・
金
融
要
求
は
切
実
で
す
。「
税

金
滞
納
や
過
去
の
事
故
、
親
族
の
債
務
、
赤
字
決
算
な
ど
が
あ
っ
て

も
融
資
へ
の
道
を
閉
ざ
さ
ず
に
親
身
な
相
談
に
応
じ
て
く
だ
さ
い
。 

④ 

事
業
税
等
の
督
促
や
回
収
に
あ
た
っ
て
は
、
納
税
者
の
実
情
を
よ
く

聞
き
、
て
い
ね
い
な
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑤ 

今
年
１
月
か
ら
実
施
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
。
県
税
の
納
税
証
明
書
交

付
等
、
半
ば
強
制
的
な
番
号
提
供
を
要
求
す
る
対
応
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
「
番
号
の
提
供
が
な
く
て
も
不
利
益
は
な
い
」
こ
と
を
徹
底

す
る
よ
う
指
導
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

⑥ 

配
偶
者
等
、
家
族
専
従
者
に
支
払
う
給
与
は
所
得
計
算
上
経
費
に
算

入
し
な
い
と
い
う
「
所
得
税
法
５
６
条
」
を
廃
止
す
べ
き
と
国
に
意

見
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
。 

建設業変更届納税証明書マイナンバー強要について 

 建設業の変更届（11条）で必要な「事業税納税証明書」

の発行にあたってマイナンバーの記載を窓口で求めていま

す。 

 県庁税務課では「記載は求めているが、記載がなくとも

発行します。不利益はありません」と回答。マイナンバー

の記載を後日返信用の封筒で求めているが、返信しなくて

も不利益はありません。 

第６回立憲主義と憲法９条をまもる 

新潟県民の集い 

 

４
月
１
０
日
、
第
６

回
立
憲
主
義
と
憲
法

９
条
を
ま
も
る
新
潟

県
民
の
集
い
が
新
潟

県
民
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
（
阿
賀
野

市
か
ら
２
０
名
以
上

参
加
） 

講
師
は
、
伊
藤
真
弁
護
士
よ
り

「
憲
法
の
力
」
を
聞
か
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

 

伊
藤
弁
護
士
は
、「
憲
法
は
国
を

し
ば
る
力
で
あ
り
、
法
律
そ
の
他

の
法
は
国
民
を
し
ば
る
力
」
で
す
。

「
立
憲
主
義
は
権
力
行
使
に
憲
法

で
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
考
え

方
」
と
述
べ
。 

 

今
、
私
達
に
必
要
な
こ
と
は 


 

「
こ
の
国
を
ど
ん
な
国
に
し

た
い
の
か
、
私
た
ち
自
身
が

覚
悟
を
決
め
る
こ
と
」 


 

「
憲
法
を
知
り
、
自
立
し
た

市
民
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
。」 


 

「
お
か
し
い
こ
と
に
は
、
お

か
し
い
と
声
を
あ
げ
る
こ

と
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

↑伊藤真弁護士 

←県民会館で

「戦争法廃止」

「憲法守れ」「９

条まもれ」のコ

ール 


